
４．プログラミング
（１）DSPを用いた高速積和演算
（２）制御プログラムの方法
（３）制御パラメータの決定法

（固定小数点演算）

５．ＰＷＭ制御実習
（１）ＰＷＭ指令
（２）センサ地の読み取り

６．総合実習
（１）デジタル電源の実装
（２）評価・検証

デジタル電源開発により、効率化、適正化、最適化（改善）に向けた、マイコン制御に
よるデジタル電源開発に必要な要素、プログラム開発技術を習得します。

現場経験豊富な講師による実践指導

長崎大学大学院 総合生産科学研究科
電気・機械システム分野

客員研究員 石浜 裕一
（職業能力開発大学校 研修担当講師）
（長崎大学 工学部 非常勤講師）

大手マイコンメーカー（マイクロ チップ・テクノロジー・ジャパン）
で現場経験豊富な講師が、わかりやすく説明します。

１．コースの概要と注意点

２．パワエレ電源の種類と動作
（１）電源の種類と回路
（２）デジタル電源の動作原理
（３）ＰＷＭ制御による

スイッチング電源の概要

３．パワエレ用マイコン概要と性能
（１）パワエレ用マイコンの概要
（２）マイコンコア（ＤＳＰ機能）
（３）ベリフェラルの使用方法
（４）開発環境の構築・設定

実際の開発環境を想定した

演習で、現場ですぐに

活かせるスキルが身につく！

制御アルゴリズムから実装まで

デジタル電源開発に必要な

技術を体系的に習得！

講師との距離が近く、

質問しやすい環境で

しっかり理解できる！

実践的な内容で、受講後すぐに

業務に活かせる技術を

習得できる！

人材育成で、開発力強化と
生産性向上を実現！

コースNo  3D760
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